
日本学術振興会

安西祐一郎
私立大学情報教育協会教育改革ICT戦略大会講演資料

2016.9.6  10:00‐11:30
アルカディア市ヶ谷3階 東京

©Yuichiro Anzai 1

３つのポリシー*省令化
による大学の内部質保証：

課題と展望
*卒業の認定に関する方針
教育課程の編成及び実施に関する方針
入学者の受け入れに関する方針



教育改革の全体像とその目的
【目的】 少子高齢化とグローバル化のもとで、２０２０～３０
年に向け、日本の人材基盤を抜本的に強化するとともに、
日本で学ぶ人たち一人ひとりが幸せな人生を歩めるように
すること
【全体像】

1. キャリアパスをシングルパスからマルチパスに転換する
教育改革・社会改革（大学入試改革はその一部分）

2. 高等学校と大学にまったく違う学びの場を創ること
3. 大事なのは高大「社」接続
4. 個別高等学校にとっては「殻を破る」ことが最大の課題

5. 個別大学にとっては「卒業要件」の明確化と実践が最大
の課題

6. 改革の成就には、教育界と社会の「見えざる壁」
（invisible wall）を薄くすることが不可欠

7. 改革の成就には、社会・企業の協力が不可欠（特に教
育支援の強化、新卒一括採用慣習の打破）

8. 幕末から明治にかけての「教育維新」に匹敵©Yuichiro Anzai 2



喫緊の課題
• 【経済再生】 経済再生をどう実現するか。「モノの生産＝知

識の生産」・コモディティ化の先をどう実現するか。

• 【活動・仕事の転換】 多くの人々が働ける社会の実現・雇用
の仕組みの改革・生涯学習への改革をどう実現するか、若
年人口の激減・高等学校新卒就職者数の激減・労働生産性
の低迷・就業構造の劇的な変化にどう対応するか。

• 【社会改革】 情報科学技術を基盤とした、「個が活きる」新し
い社会への転換をどう実現するか。（「超スマート社会」
（Society5.0）をどう実現するか（*多様性・柔軟性・オープンイ
ノベーション・資金等の好循環・情報科学技術の推進）。*第5
期科学技術基本計画（2016-2020）

• 【教育改革】 旧来社会を支えてきた教育をどう乗り越えて、
主体性・多様性・協働性を身につける学びの場を実現するか。

• 【時代転換の先を掴む】時代潮流の大転換をどう乗り越える
か。
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産業構造・雇用市場の転換から見た
これからの人材スキル

• 自分の熟知している分野以外の人々との協働力

• サービス・製品・技術などのライフサイクルの短縮への
柔軟な対応力・戦略的思考力・実践力

• 仕事の多様化、個別化への対応力

• 情報技術を援用してビジネスなどの活動を企画・立案・
実践する構想力と実践力

• 多様な価値観を受容する力
• 初体験の状況に馴染むことのできる柔軟性
• 急激な変化に適応する力
• チームで活動する力、周囲を巻き込む力
• 他者の心を感じる力
• 学び続ける力
• 自分がワクワクすることを仕事にして他者に貢献する力
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http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/shin_sangyoukouzou/pdf/008_04_00.pdf
経済産業省新産業構造ビジョン中間整理（2016.4）より



PROG白書プロジェクト「現代社会をタフに生き抜く新しい学力の育成と評価」（2016）より
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高大接続改革の目的と背景
【目的】 時代の大きな転換期にあたって、とくに高等
学校教育と大学教育を、未来に生きる人たちのため
の「新しい学び」に転換すること。
【背景】

1. 世界では、経済・雇用、また社会・政治・安全保障・科学
技術・医療等への観点が２０世紀とはまったく異なる時代
がひらけている。

2. 国内では、若年人口の急減（1993年～）、高等学校新卒
就職者数の激減（1993年～）、労働生産性の低下（2004
年～ G7最下位）が起こり、しかも産業構造・就業構造の
転換に対応できていない。

3. 今の若い世代、子どもたち、これから生まれる子どもたち
が生きていく「未来社会と教育の構図」を描かなければな
らない。

• ２０１８～２０２２ 第３期教育振興基本計画
• ２０１６～２０２０ 第５期科学技術基本計画
• ２０１９～２０２４ 高大接続改革©Yuichiro Anzai 7



高大接続改革の現状と展望

課題： 十分な知識・技能をもち、それを活用できる思考力・
判断力・表現力を臨機応変に発揮でき、主体性をもって多
様な人々と協力して学び、働く力が身につく教育の機会を
すべての子どもたちが持てるようにするには？
展望： 2019年から「高大接続改革」を開始。

① 家庭・子育て・幼小中学校段階の変化

② 高校教育改革、学習指導要領の抜本的改訂、高等学校
基礎学力テスト（仮称）の導入

③ 大学教育改革、個別大学の入学者選抜方法改革、大学
入学希望者学力評価テスト（仮称）の導入

④ 職業教育改革

⑤ 企業等の採用・処遇等の仕組みの転換

⑥ その他 ©Yuichiro Anzai 8
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①高等学校教育改革: 受け身の学習から能動的学習への転換
次期学習指導要領改訂 学習方法・学習評価の記述を導入
歴史総合、地理総合、数理探究、公共等の科目導入、英語、
情報等の科目内容更新。

②高等学校基礎学力テスト（仮称）の導入: 高校の多様性に対
応した知識・技能、思考力・判断力・表現力の涵養、生徒自身
の学習改善、学校の指導改善。

③大学入学希望者学力評価テスト（仮称）の導入: 個別大学の
入学者選抜における多角的評価に資するよう、十分な知識・
技能、十分な思考力・判断力・表現力などを評価。

④個別大学における多角的評価による入学者選抜:  受検者の活
動経歴評価方法の改善、高校調査書の改革、面接・集団討論
方法の改善、小論文等の評価方法の改善、大学入学希望者
学力評価テスト（仮称）の導入、大学認証・評価制度の改革。

⑤大学教育改革: 大学の多様性に対応したディプロマ・ポリ
シー（卒業時の能力）、カリキュラム・ポリシー（教育内容）、アドミッ
ション・ポリシー（入学条件）の一体的実施 大学認証・評価制度の
改革。



高大接続改革へのステップ
1. 中教審「大学教育の質的転換」答申（2012.8）

2. 第2期教育振興基本計画（2013.4-2017.3）

3. 教育再生実行会議 第四次提言（2013.10）「高等学校教育と大学
教育との接続・大学入学者選抜の在り方について」

4. 中教審「高等学校教育・大学入学者選抜・大学教育の一体的改
革」答申（2014.12）

5. 高大接続改革実行プラン（文部科学省策定）（2015.1）
6. 高大接続システム改革会議「最終報告」（2016.3）
7. ３ポリシーに関する文科省通達・ガイドライン配布（2016.3)
8. 中教審 次期学習指導要領に向けての審議まとめ素案（2016.8.1)
9. 中教審 次期学習指導要領に向けての審議まとめ（2016年中）同

答申（2017.3）
10. 高大接続改革実施方針（2017.3）
11. 第３期教育振興基本計画（2018～2023）
12. 高等学校基礎学力テスト（仮称）（2019；プリテスト2017～）
13. 大学入学希望者学力評価テスト（仮称）（2020；プリテスト2018～）
14. 新学習指導要領（小2020, 中2021, 高2022～2024）
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文部科学省令第十六号
（平成二十八年三月三十一日）

学校教育法施行規則
の一部を改正する省令

（平成二十九年四月一日施行）

©Yuichiro Anzai

３ポリシーに関する
省令改正
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「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポ
リシー），「教育課程編成・実施の方針」（カリ
キュラム・ポリシー）及び「入学者受入れの方
針」（アドミッション・ポリシー）の策定及び運用

に関するガイドライン

平成２８年３月３１日
中央教育審議会大学分科会大学教育部会

【参考】 高大接続システム改革「最終報告」
平成２８年３月３１日 高大接続システム改革会議
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大学教育改革の一環 ⇒ 社会との関係づけ
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大学教育
改革の一環

個別の大学は何を
目指すべきか？

↓
高等学校と大学は
まったく異なる存在

↓
目指すべきは
「大社接続」
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読売新聞「論点」
←2015.1.29朝刊
2016.1.6朝刊→

３ポリシーと
入試の関係



2008.12.24 中教審「学士課程教育」答申
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2012.8.28 中教審「大学教育の質的転換」答申
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p.10‐11

p.20

2014.12.22 中教審「高大接続改革」答申（１）
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2014.12.22 中教審「高大接続改革」答申（２）
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p.24
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2016.3.31 高大接続システム改革会議「最終報告」
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３ポリシーの策定・運用に関するガイドラインより

３ポリシーの基本的考え方 「ガイドライン」p.3
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３ポリシーの
一体的策定

の意義
「ガイドライン」p.3‐4
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３ポリシーに関する留意事項
「ガイドライン」p.6より抜粋

１．総論

• ３ポリシーを一貫性・整合性あるものとして策定。

• 様々な関係者が十分理解できる内容・表現を用いて
学内外に積極的に発信。

２. ディプロマ・ポリシー

• どのような学修効果をあげれば卒業できるのかを明確
化。

• 「何ができるようになれば」卒業できるのかを明示。

• 社会の顕在・潜在需要も踏まえる。

©Yuichiro Anzai 22



３．カリキュラム・ポリシー

• ディプロマ・ポリシーが実効をあげられる教育課程編
成、学修方法・学修評価の在り方を具体的に提示。

• 初年次・教養・専門・キャリア教育など、様々な観点
から体系的な教育課程を構築。

• 初年次教育は、多様な入学者が自分で学修計画を
立てて主体的な学びを実践。

４．アドミッション・ポリシー
• 上記２ポリシーが実効をあげられるようにする。
• 「学力の三要素」を念頭に置く。

• 入学前に身につけておくべき多様な能力、入学後に
身につけられると考えられる能力など、多様な学生
を評価できる入学者選抜の在り方を明示。
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３ポリシーに基づく、入学者選抜及び体系的で組織的な教育の実施
「ガイドライン」p.7‐8
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３ポリシーについて：A大学B学部C学科の３ポリシーを例として

１．ディプロマポリシー
A 知識・理解
• 理論的・構造的視点から、今日の経済社会の動きについて説明できる。
• 歴史的・実証的視点から、産業の消長について説明できる。
• 経営学や会計学の視点から、企業活動の実態とあるべき姿等について説明できる。
B 技能
B‐1 専門的能力
• 現代経済社会が抱える問題を理論的・構造的視点から把握することができる。
• 現代経済社会の問題を分析し、問題解決の企画に取り組むことができる。
• 産業の消長を歴史的・実証的に分析することができる。
• 産業の将来動向を予測し、望ましい経済社会のための産業政策の企画に取り組むことができる。

• 健全な企業活動が営まれるための知識を修得し、それを阻害する問題がある場合には、経営学的・会計学
的能力を駆使して、これに対処できる。

B‐2 汎用的能力
• C学の基礎理論と幅広い教養、豊かな現実感覚と国際性を身につける。
• 複雑化し多様化する現代経済社会が直面する諸問題に的確に対処し、その解決策を見出す能力を養う。

• 現代経済社会が抱える問題を歴史的・構造的視点から分析する能力、および、問題を発見し解決する能力
を養う。

• 地域に根付く企業活動の国際的展開に対応しうる企画・創造力を養う。
C 態度・志向性 Valuing and Quality of Mind
• 世界的な視野と自立的な学習及び実践力を有し、高い専門性を備える。
• 国際的に活躍するとともに、自身が属するさまざまなコミュニティの発展に貢献できるポテンシャルを持つ。
• アクティブ・ラーナーとしての自立的な学習と実践の能力を持つ。
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２．カリキュラムポリシー

• 教育プログラム
C学科は、体系的にC学を学ぶことができるカリキュラムを講義系科目
として提供するとともに、1年から4年までのすべての学年に少人数の
演習系科目を配置することによって、きめ細かな学習サポートも併せ
て行っています。
1年次においては、全員が基幹教育科目のB学入門を履修して専門
の基礎を学ぶとともに、基幹教育セミナーに参加することで大学での
学び方に触れます。2年次では、C学の基礎を学ぶ上で重要な科目群
(B1、B2、B3、B4、B5、B6等々)を、基本科目として体系的に履修します。
またC学基本演習では、Bの専門に即した演習科目履修のための基
礎固めを行います。2年次からは外国書講読の履修も可能となります。
そして3年次から4年次にかけては全員がC学演習に参加しながら、
各人の興味関心にもとづいて選択必修科目および自由選択科目の
履修を進めます。

©Yuichiro Anzai

C学科カリキュラムマップ
（１年次前期～４年次後期）
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３．アドミッションポリシー

• 教育理念
本学科では、C学の基礎理論と幅広い教養、豊かな現実感覚と国際性を身につ
けることによって、複雑化し多様化する現代の経済社会が直面している諸問題
に的確に対処し、その解決策を見出していける人材を養成することを目標として
います。
• 教育プログラム

本学科の教育課程は次の四つの点に配慮して提供されています。まず、基幹教
育科目や基本科目といった基礎的教育からはじまって、専門科目へと発展する
積み上げ型の科目編成によって、体系的な履修が可能であるように配慮してい
ます。次に、少人数教育を重視し、1年次の基幹教育セミナー(必修)、2年次の基
本演習、3‐4年次の演習(必修)など、各年次で少人数教育を受けることができま
す。さらに、3年次の演習選択時に、「X分析」「Y分析」「Z分析」の三つの系のいず
れかに学生は属しますが、それによって、多様な問題関心と卒業後の進路に即
した科目を体系的に履修できるように工夫されています。例えば、「X分析」系で
は、X1、X2、X3、X4、X5、X6などの科目群を、「Y分析」系では、Y1、Y2、Y3、Y4、Y5、
Y6などの科目群を、「Z分析」系では、Z1、Z2、Z3、Z4、Z5、Z6などの科目群を体系
的に履修できます。最後に、大学院への進学を奨めるために、学部4年生を対
象に大学院開講科目の一部を「学部特別専門科目」として学部に開放していま
す。ここで修得した単位は、大学院に進学した場合は大学院の単位として認め
られます。
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• 求める学生像(求める能力、適性等)
以上の特色ある教育課程をもっていますので、学生はおのずと自己の問題
関心に応じた体系的な科目履修が可能です。その結果、現実感覚や問題解
決能力、外国語能力に基礎付けられた国際性、さらには、幅広い教養を養う
ことができます。先端的科学技術の急速な発展や経済のグローバル化・市
場経済化の進展などによって大きな変容を遂げつつある現代の経済社会に
深い関心をもち、C学の基礎理論や幅広い教養を身につけ、さらに、豊かな
国際感覚を磨くことを通じて、人類が直面している種々の問題に積極的に取
り組んでいこうという気概をもった皆さんが、C学科に興味をもち、入学される
ことを期待しています。

そのために高校では、基礎的科目としての国語・数学・外国語の諸科目を
しっかりと勉強するだけでなく、地歴・公民の諸科目をできるだけ満遍なく学
習することが重要です。また理科の諸科目も経済発展と密接不可分な科
学・技術を理解するために学習することが求められます。
• 入学者選抜の基本方針(入学要件、選抜方式、選抜基準等)
選抜方法は以下のとおりです。一般入試の前期日程の試験では、大学入試
センター試験と個別学力検査を課しており、個別学力検査では、国語・数
学・外国語を課しています。一般入試の後期日程試験では、大学入試セン
ター試験と、小論文試験を課しています。小論文試験では、英文を主とする
出題によって、英語の学力及び社会・文化に関する理解力と思考力をみま
す。
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国⽴⼤学における個別⼊学者選抜改⾰の進展（⽂科省資料）

○ 国⽴⼤学では、第三期中期⽬標期間に開始・実⾏する取組として、「優れた資質
・能⼒を有する多様な⼊学者の確保と受⼊れ環境の整備」を掲げている。

「国⽴⼤学の将来ビジョンに関するアクションプラン」
（平成27年９⽉１４⽇：⼀般社団法⼈国⽴⼤学協会）（抜粋）

ポイント１：優れた資質・能⼒を有する多様な⼊学者の確保と受⼊環境の整備
○ 確かな学⼒とともに多様な資質を持った⾼等学校・⾼等専⾨学校卒業者を受け⼊れる。
(例）⼤学は、多⾯的・総合的な評価を含み、個々の⼤学のカリキュラムポリシー、ディプ

ロマポリシーに沿って学修をすすめることができる者を選抜できるように⼊試改⾰を
推進するとともに、推薦⼊試、ＡＯ⼊試、国際バカロレア⼊試等の導⼊を拡⼤する。

【ポイント1】
優れた資質・能
⼒を有する多様
な⼊学者の確保
と受⼊環境の整
備

確かな学⼒ととも
に多様な資質を
持った⾼等学校・
⾼等専⾨学校卒業
者を受け⼊れる。

【国⽴⼤学の将来ビジョンに関するアクションプラン ⼯程表】

個々の⼤学のアドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディ
プロマポリシーの確認、整備 （※〜２８年度）

⾼⼤接続改⾰を先導する⼤学教育改⾰：
教養課程を含む⼊試改⾰後のためのカリキュラム整備（⼈社系を最
⼤限に活⽤しつつ）（※〜平成３０年度）

⼊試改⾰：
推薦⼊試、ＡＯ⼊試、国際バカロレア⼊試等の拡⼤（⼊学定員の
30％を⽬標）個別⼊試における⾯接、調査書の活⽤等（準備から実
施へ） （※〜平成３３年度）©Yuichiro Anzai 31



各⼤学の⼊学者選抜改⾰の事例（私⽴⼤学）（⽂科省資料）

早稲田大学 入試改革の方向性と展開 関西学院大学「高大接続センター」の設置

上智大学「ＴＥＡＰ利用入試」の展開 追手門学院大学「アサーティブ入試」の拡大

平成２７年度に「高大接続センター」を設置。
平成２８年度入試から高大連携・入試改革の取組を実施。

平成２７年度から導入されている、上智大学と日本英語検定協
会が共同開発した「アカデミック英語能力判定試験（ＴＥＡ
Ｐ）」を利用する入試。

⇒ＴＥＡＰのスコアが基準点に達していれば出願可能。大学が
実施する個別試験においては英語科目は課さない。

平成２６年度から、学ぶ意欲と姿勢を持った受験生に入学
を許可することを目的とし、受験前から「学ぶことについ
て考える」及び「アイデンティティの形成」の機会となる
アサーティブプログラムとその成果を発揮できるアサー
ティブ入試を導入。

平成３０年度入試から、地域への貢献に高い志を持つ人材を対
象とした「新思考入試（地域連携型）」を導入。学力型ＡＯ入
試として全学的に実施予定。

【SGH、SSH等公募推薦入試】

SGH、SSHなどの高等学校に
おける知識･技能の活用を図
る課題研究の取り組みを多
面的･総合的に評価する入学
試験を実施。

【英語外部検定試験の活用】

全学部で、英語外部検定試
験のCEFRのB2レベルを出願資
格とし、各学部が指定するセ
ンター試験の英語以外の科目
の得点をもって合否判定。

平成２８年度入試から、一部学科において４技能のスコア
を利用。

基準点の例：法学部 国際関係法学科 260点
外国語学部 英語学科 300点

ガイダンス

個別面談

アサーティブプログラム

インターネットを利用した
学習プログラム

一次試験：グループディスカッション
基礎学力適性検査

二次試験：面接

アサーティブ入試

平成３０年度までに、アサーティブ入試入学者割合を
３割（目標値）に拡大。

入学前学習

平成２５年度に「入試開発オフィス」及び「入試開発検討会」
を設置。さらに、翌年（平成２６年）４月には「入学者選抜オ
フィス」を設置し、改革に向けた体制構築を行う。

平成２９年度入試から、文化構想学部(70名)、文学部(50名)

で「一般入試（英語４技能テスト利用型）」を導入。また、人
間科学部で、科学への関心と思考力・論理性・論述力・表現力
を重視する「公募制学校推薦入試（FACT選抜）」を導入。

平成２９年度入試から、すべての学部学科において４技能
のスコアを利用。

振り返りを促す
アサーティブノート
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高大接続改革の検討・推進体制について
（2016.4.28文科省報道発表より）
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http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/053/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/08/03/1375316_3_1_1.pdf

次期学習指導要領に向けた
これまでの審議のまとめ（素案）

（文科省中教審教育課程企画特別部会2016.8.1）
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©Yuichiro Anzai 37

①高等学校教育
次期学習指導要領改訂 社会に開かれた教育課程へ

文部科学省高大接続システム改革会議 2016.3.11 資料より; 以下同様
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②高等学校基礎学力テスト（仮称）

• 趣旨
• 準備時期・準備方法
• 実施教科科目
• 実施方法
• 実施回数・実施時期
• 「英語」の実施方法
• 「英語」の実施回数・実施時期
• 問題作成とストックの方法
• 採点方法
• フィードバックの方法
• 運営方法
• 経費

©Yuichiro Anzai 40



©Yuichiro Anzai
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「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の難易度について
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③大学入学希望者学力評価テスト（仮称）

• 趣旨
• 準備時期・準備方法
• 実施教科科目
• 実施方法
• 実施回数・実施時期
• 「英語」の実施方法
• 「英語」の実施回数・実施時期
• 問題作成とストックの方法
• 採点方法
• フィードバックの方法
• 運営方法
• 経費

©Yuichiro Anzai 43



©Yuichiro Anzai
文科省高大接続システム改革会議2015.12.22資料「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」 で評価すべき能力と記述式
問題イメージ例 【たたき台】より

44

大学入学希望者学力評価テスト（仮称）
重視すべき学習のプロセスと能力・問題イメージ（例）



©Yuichiro Anzai

文科省高大接続システム改革会議2015.12.22資料「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」 で評価すべき能力と記述式
問題イメージ例 【たたき台】より
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©Yuichiro Anzai 46文科省高大接続システム改革会議2015.12.22資料「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」 で評価すべき能力と記述式
問題イメージ例 【たたき台】より
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問題イメージ例 【たたき台】より



平成２５年全国学力・
学習状況調査

（小６国語Ｂ p.11）より
http://www.nier.go.jp/13chousa/pdf/13mondai_shou_kokugo_b.pdf

©Yuichiro Anzai 48

大学入学希望者学力評価テスト（仮称）への
「記述式問題」の導入はなぜ重要か？

「記述式問題」
に答えが書けるとは、

「書く力」を自分で育んできた
ということ



「書く力」の中には、
知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、多様性、協働性

のすべてが含まれる。

1. 書くべき内容についての思考 （←主体性）

2. 書くべき内容についての探索、自発的質問、抽出、判断 （←主体性）

3. 書くべき内容についての表現 （←主体性）

4. 書くべき内容についての経験 （←多様な人々との協働）

5. 読み手についての理解と感性 （←多様な人々との協働）

6. 書くべき内容についての知識

7. 単語、文、文章などの読みと理解

8. 身体動作

9. 書くための技能

10. その他

• 「書く力」、「話す力」は、「読む力」*、「聞く力」に比べ、はるかに能動的な力を含む。

• 「書く力」は、「読む力」*を含み、さらに「創造力」や「産出力」を含む。

• 「書く力」は、一部分に「社会性」の能力を含む。

• 「話す力」は、相当部分に「社会性」の能力を含む。

*いわゆる「読解力」を含む。
©Yuichiro Anzai 49



④個別大学の入学者選抜
• AO入試、推薦入試、一般入試の在り方の見直し
• 多様な背景をもつ受検者の選抜
• 調査書の見直し
• 推薦書の見直し
• 多角的評価方法とその配分比率をアドミッションポリシーに明記
• 実施時期の検討
• その他

【以下、高大接続システム改革会議2016.3.11 「最終報告案」p.39より（脚注省略）】
具体的な評価方法としては、例えば、次のようなものが考えられる。
・ 「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の結果
・ 自らの考えに基づき論を立てて記述させる評価方法
・ 調査書
・ 活動報告書
・ 各種大会や顕彰等の記録、資格・検定試験の結果
・ 推薦書等
・ エッセイ、大学入学希望理由書、学修計画書
・ 面接、ディベート、集団討論、プレゼンテーション
・ その他
○ その際、大学入学前に取り組んできた学習や活動の履歴や、大学における学修へ
の意思や意欲等をより適切に評価するため、国においては、「調査書」の在り方を
見直すとともに、提出書類のより積極的な活用を促すことも必要である。©Yuichiro Anzai 50



⑤大学教育改革：アクティブラーニングの標準的方法の開発

（１）主体性・多様性・協働性

• 基礎知識・技能の獲得

• 思考力・判断力・表現力の育成

• 主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度の養成

• 学びの方法：一斉授業、個別学習、チームワーク、教えてもらって
学ぶ、経験から学ぶ・・・

• 学びの場：教室、校内、校外（家庭、地域、国内、国外・・・）、ユビ
キタス・・・

• 学びの道具：教科書、教材、副教材、ノート、宿題、コミュニケー
ション（⇔教員、⇔学生、⇔その他）、記録とその利用（ポートフォリ
オ・・・）、ICTの利活用・・・

©Yuichiro Anzai 。51



日本で学ぶ生徒・学生にとって最も大事なのは主体性

1. 主体性とは、自分の目標を自分で見いだし、実践
する力 （≠一人よがりに主張する力、≠人の意見に
従わない力）

2. 自分の目標をもっている人の心は、

その目標が達成されやすいように

はたらく。（『問題解決の心理学』中公新書,1985）

3. 主体性は他の諸々の「学び、働く力」

の原動力。

©Yuichiro Anzai 52



（２）思考力・判断力・表現力
（各項目重複あり；項目立ての多くはPISAを参考）

① 言語： 読解、要約、文章構成、文脈に応じた適切な表現、コミュニ

ケーション、その他。

② 数： 統計的思考、論理的思考、図・表・グラフなどを描く・読む、そ

の他。

③ 科学： モデルを構成して説明する、抽象化する、内部状態を推定
する、計画を立てる、大ざっぱに推測する、合理的に予測する、そ
の他。

④ 社会： 合理的思考、的確な例示、歴史や社会の複雑な現象から
問題を端的に把握する・議論を焦点化する、矛盾点を明確にする、
原因と結果／手段と目標の構造を見出す、その他。

⑤ 問題発見・解決： 仮説を立てて推論する、多くの例から共通性を
見出す、答えのない問題に答えを見出す、問題の構造を定義する、
文脈に応じて問題解決の道筋を定める、計画を立案して実行する
力、振り返り、その他。

⑥ 情報の活用： 的確な情報を収集する、情報を整理して体系化す
る、情報を的確に表現し、伝達する、映像・グラフィクスなどを活用
する、その他。

⑦ その他
©Yuichiro Anzai 53



問
題
発
⾒･

解
決

の
プ
ロ
セ
ス

問題の発
⾒

問題の定義
解決の⽅向性
の決定

解決⽅法の探
索計画の⽴案

結果の予
測
計画の実
⾏

振り返り

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
働
く
思
考･

判
断･

表
現
等
の
う
ち
、
特
に
重
視
す
べ
き
も
の
の
例

情報の抽出

表
現

判
断

他者への働きかけ、他者との協働
外部との相互作⽤

次の問題解決へ

思
考

学
習
を
通
じ
た

創
造
的
思
考

推
論

仮
説
の
形
成

⾔語表現、⾔語活動（記号や図表等による表現も含む）

※必ずしも⼀⽅通⾏の流れではない

結果に基づ
く推論

問題発⾒･解決に必要な情報の収集･蓄積

問題発⾒･解決に必要な新たな知識･技能の獲得

問題に応じた知識･技能の構造化

知識･技能の活⽤

結果の吟味
とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ
ｸ

新たな問い
の発⾒

新たな知識
やモデル等
の創造

問題や解法、計画等の構成、表現 結果の構成、表現情報相互の関係性
の構成、表現

必要な情
報の選択

問題の明確化

解決の⽅向性の
⽐較・選択

解法や計画の
評価・選択・決定

知識や情報に基づく
仮説の形成

抽出した情
報に基づく
問題の理解

関連する知
識や情報の
検索

結果の予測 次の問題解決
に向けた推論

検 討 中

結論に関する
意思決定

結論に基づく
意思決定

表現に関する外部
との相互作⽤、
フィードバック

高大接続システム改革会議
（2015.7.13）資料より

©Yuichiro Anzai
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1.主体性をもって問題を発見し解決するための５つの手段

1. 目標発見の意義、目標発見の方法を知る。

2. 情報収集の方法、情報収集の限界を知る。

3. 経験的知識の意義、合理的思考の方法を知る。

4. 問題「として」の理解の方法・問題「として」の表現の方法を知る。

5. メタ認知の役割、メタ認知の方法を知る。

©Yuichiro Anzai 55
上智大学2016年度春学期授業「主体性をもって学ぶには

どうすればよいか－問題解決の認知科学入門」資料を修正

アクティブラーニングの標準的方法の開発に向けて
（例： ある大学の授業から）

2.問題発見・解決のプロセスとその実践（次ページ参照）

3.合理的思考・探究的思考のプロセスとその実践（詳細略）

5.上記を特定領域の知識の獲得と合体して行うことが重要

4.身につけるべきスキル：他人を説得できる提案を一定の期間内に

立案するスキル、合理的に思考するスキル、明快な正しい文章を書く
スキル、思考内容を明快に正しく話すスキル



サブ目標

問題発見・解決のプロセス（１）

• 願望の生成
• 現状の理解
• 未来像の構成
• 歴史的経緯の理解
• 考えるべきファクターの列挙
• 目標の発見
• 将来予測（環境を含む）
• サブ目標の発見
• 達成手段の発見
• マネジメントとＰＤＣＡサイクル

56

現状

目標

手段

サブ手段

©Yuichiro Anzai

上智大学2016年度春学期授業「主体性をもって学ぶには
どうすればよいか－問題解決の認知科学入門」資料より抜粋



問題発見・解決のプロセス（２）

©Yuichiro Anzai 57上智大学2016年度春学期授業「主体性をもって学ぶには
どうすればよいか－問題解決の認知科学入門」資料より抜粋



「ことばの力」を鍛える

• 他人の立場や痛みを自分の心に感じる。

• どう話したら、どう書いたら、これから何が起こり得るか
を予測する。

• 発話文脈全体にわたるいろいろな情報に注意する。

• 読み手、聴き手が理解しやすい、呼吸、リズム、音韻、
単語、文法、文体を使ってみる。

• 自分の経験、知識、使える語彙を豊かにすることを心
がける。

• 自分の言うこと、書くことを、自分の心で聴き、読む。

• 自分の責任と覚悟をもって言う、書く。
2014.4.21 大学1年生向け講演「ことばの力が必要なとき」より

©Yuichiro Anzai 58



情報を鵜呑みにしない力を鍛える

• 正しい情報かどうかを吟味する。
• 意味のある情報かどうかを吟味する。
• 信頼できる出所からの情報かどうかを吟味する。
• その情報に対して「なぜ」、「だから」を問うてみる。
• その情報を、違うことばを使って要約してみる。
• その情報の例をあげてみる。
• その情報と類似の情報を自分で考えてみる。

• その情報についての自分の考えを人に話したり書い
たりしてみる。

Ａ町では去年交通事故が３０件起こったそうです。でも、
Ｂ町では去年３００件もあったそうですよ ・・・ B町には住
みたくないですよね。
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２０１２．５ ベルリン（ドイツ）
グローバル・リサーチ・カウンシル第２回総会

チームワーク力、メタ認知力を鍛える
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目標設定力、合理的思考力、実践力を鍛える

1. 本当の目標を見出す （目標を探し、共有する）

2. 正確な情報を求める （情報を出し合い、共有する）

3. 合理的な分析を行う （分析の方法を出し合い、共有す
る）

4. 新しい仮説を立てる （仮説を出し合い、共有する）

5. 批判的に検証する （検証の方法を出し合い、共有する）

6. 多角的に評価を行う （お互いに評価し合い、共有する）

7. 勇気をもって実践する （実践し合い、共有する）

の7つが関連し合っていることを知るとともに、７つを一緒に
考え、実践に使えるようになる力を身につける。

（2020年小学校4年生の授業実践『「デジタル脳」が日本を救う―２１世紀の開国論』より）
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「歴史的思考力」を鍛える

例えば、文章や年表、地図、図表等の資料か
ら、歴史に関する情報を整理し、その時代の
人々が直面した問題や現代的な視点からの
課題を見いだし、その原因や影響、あるいは
解決策等についての仮説を立て、諸資料に基
づき多面的・多角的に考察し、その妥当性を
検証して考えをまとめ、根拠に基づき表現する
力などが考えられる。

（「歴史的思考力」とは 日本学術会議より）

（文科省「高大接続システム改革会議」資料）
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類推推論
因果推論
帰属推論

1929年にアメリカで大恐慌が起こった。

1930年に昭和恐慌が起こった。

1932年に日本学術振興会が誕生した。

C’1 C’2 C’n

C1=E’1 C2         Cm

E
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類推推論・因果推論・帰属推論の例

類推推論

1. フランスの市民革命、アメリカの独立戦争、中国の辛亥革命、日本の明治維
新に共通する点を一つ挙げて説明しなさい。また、明治維新が他のどれとも
異なる点を一つ挙げて説明しなさい。

因果推論

1. 明治時代になって武士が窮乏した結果として起こったと考えられることを一つ
挙げ、因果関係について論じなさい。

2. １９９０年代以降の急激な人口減少は、今後の日本にどのような影響を与える
と考えられるか。

帰属推論

1. 現代ヨーロッパ最大の問題の一つである難民の流入は、なぜ起こっていると
考えられるか。

2. 1967年に5ヵ国によって結成されたASEAN（東南アジア諸国連合）が1999年に
加盟10ヵ国になるまで30年あまりかかったのはなぜだと考えられるか。また、
1967年にEC（欧州諸共同体）が結成されてから1993年にEU（欧州連合）が発
足するまで25年あまりを要したのはなぜだと考えられるか。
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From McDougal Littell Modern World History: Patterns of Interaction

Section 1: 批判的に読む
• 中心となる考え（main ideas）を決

定する（determine）
• 時間の順序に沿う
• 明確にする（clarify）、要約する
• 問題（problems）は何か、その解

答（solutions）は何かを特定する
（identify）

• 原因を分析する、結果を認識する
• 比較する、対照する
• 意見と事実を区別する
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Section 2: 高次の批判的思考
• カテゴリー化する
• 推論する
• 結論を導く
• 歴史に関する展望（historical 

perspectives）を拓く（develop）
• 歴史に関する疑問を定式化する
• 予測する
• 仮説を立てる
• 動機（motives）を分析する
• イシュー（issues）を分析する
• バイアス（biases）を分析する
• 意思決定（decisions）や行動軌跡

（courses of action）を分析する
• 意見を形成する（form）、意見を支

持する（support）
• 合成する（synthesizing）

イギリスのGrade9‐12向け「世界史」教科書の付録にある
セルフガイドに書かれている項目（１）



Section 4: プレゼンテーションを創る
（create）
• 社会科に向けた文章を書く（writing 

for social studies）
• 地図を創る
• 図表やグラフを創る
• データベースを創り、使う
• モデルを創る
• 研究の概要（research outlines）を創

る／解釈する
• 口頭での（oral）プレゼンテーションを

創る
• 文書による（written）プレゼンテー

ションを創る
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Section 3: 証拠（evidence）を集める
（explore）: 印刷物（print）, 視覚的
（visual）, 技術的（technological）情
報源（sources）
• 一次、二次情報源を分析する

• 視覚的、聴覚的、マルチメディア
情報源

• インターネットを使う

• 地図を解釈する（interpret）
• 図表（charts）を解釈する

• グラフを解釈する

• 政治漫画（political cartoons）を
解釈する

イギリスのGrade9‐12向け「世界史」教科書の付録にある
セルフガイドに書かれている項目（２）



第5期科学技術基本計画（2016‐2020）の概要（１）

第１章 基本的考え方

基本方針 先見性と戦略性 多様性と柔軟性 国際的に開か
れたイノベーションシステム 各主体の持つ力を最大限発揮

第２章 未来の産業創造と社会変革に向けた新たな価値創出
の取組

自ら大きな変化を起こし、大変革時代を先導していくため、非
連続なイノベーションを生み出す研究開発と、新しい価値や
サービスが次々と創出される「超スマート社会」を世界に先駆
けて実現するための仕組み作りを強化する。

「超スマート社会」の競争力向上と基盤技術の戦略的強化 超
スマート社会サービスプラットフォームに必要となる技術 新た
な価値創出のコアとなる強みを有する技術
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以下は本講演の参考資料です。



第３章 経済・社会的課題への対応

国内又は地球規模で顕在化している課題に先手を打って対
応するため、国が重要な政策課題を設定し、課題解決に向
けた科学技術イノベーションの取組を進める。
第４章 科学技術イノベーションの基盤的力の強化

今後起こり得る様々な変化に対して柔軟かつ的確に対応す
るため、若手人材の育成・活躍促進と大学の改革・機能強化
を中心に、基盤的な力の抜本的強化に向けた取組を進める。

第５章 イノベーション創出に向けた人材、知、資金の好循
環システムの構築

国内外の人材、知、資金を活用し、新しい価値の創出とその
社会実装を迅速に進めるため、企業、大学、公的研究機関
の本格的連携とベンチャー企業の創出強化等を通じて、人
材、知、資金があらゆる壁を乗り越えて循環し、イノベーショ
ンが生み出されるシステム構築を進める。
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第5期科学技術基本計画（2016‐2020）の概要（２）



©Yuichiro Anzai 69第5期科学技術基本計画（答申）の概要より

「超スマート社会」（Society5.0）
日本の長い歴史・文化に根差しながら、
個が活き個を活かす社会をどう創るか

世界観・歴史観の共有（政策担当者、企業、地域、大学）
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http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/shin_sangyoukouzou/pdf/008_04_00.pdf
経済産業省新産業構造ビジョン中間整理（2016.4）より

産業構造と雇用市場
の転換（2015→2030）
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経済産業省新産業構造ビジョン中間整理（2016.4）より
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国内外のＩＣＴ関係民間・政府投資規模

民間 政府

国
内

【合計額】3,047億円
 H社：633億円

 F社：1,591億円

 N社：832億円

（IT関連研究開発費を試算）

【合計額】約100億円 （2016）
文科省AIP：54.5億円

経産省次世代人工知能・ロボット中核技術開発30.6億円＋9億円

総務省グローバルコミュニケーション計画の推進12.6億円

加えて、厚労省、農水省、国交省

海
外

【米国】55,900億円
 A社：11,600億円

 A社：5,630億円

 F社：5,250億円

 G社：12,300億円

 I社：6,880億円

 M社：14,200億円

【中国】2,140億円
 B社：2,140億円

（R&D投資総額）

【米国】300億円以上
 NSF CISE IIS：250億円（2014）

 DARPA: DEFT, 2012-2017, 28M$) 、SyNAPS, 2008-2016, 103M$/5年) 

 IARPA： Metaphor(2011-2015)、Aladdin video (2010-2015) Foresight and 

Understanding from Scientific Exposition (Fuse,2011-2015, 10M$)

【欧州】233億円
 Horizon 2020（Work Programme 2014-2015）

・Future and Emerging Technologies：15M€/2+50M€の内数=10億円+69億円

・Leadership in Enabling and Industrial Technologies ：154M€/2=106億円

・Leadership in Enabling and Industrial Technologies ：68M€/2=47億円

【ドイツ】52億円
 ドイツ人工知能研究所（DFKI）：38M€=52億円（2013）

※円換算：1＄＝125円、1元＝19.6円、1€＝138円 73JST作成資料を一部改編
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文部科学省高大接続システム改革会議
2016.3.11 資料より高大接続改革



©Yuichiro Anzai 75http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/053/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/08/02/1375316_2_1.pdf
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文科省中教審教育課程部会・教育課程企画特別部会（2016.7.11）資料より
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文科省中教審教育課程部会・教育課程企画特別部会（2016.7.11）資料より
©Yuichiro Anzai 78



©Yuichiro Anzai 79
文科省中教審教育課程部会・教育課程企画特別部会（2016.7.11）資料より



数学

文科省中教審教育課程部会・教育課程企画特別部会（2016.7.11）資料より
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文科省中教審教育課程企画特別部会ＷＧ（2016.7.7）資料より
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